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文化祭～ふりかえり～ 

 前号に続き、各クラスの「文化祭を終えて」のふりかえりを紹介します。文化祭を通してよりクラスの絆が深

まりましたね。行事も終わり、これからは自分たちの進路を決める大切な時期です。日々の努力が本番の大きな

差になってきます。１日１日を大切にしていきましょう。 

 

１組 山本 真澄 

今年の文化祭合唱コンクールは３年間の中で一番楽しいものになりました。曲が決まった時、難しそう

だと思ったし、すごく不安でした。でも、一回一回の練習を重ねていくたびに、パートリーダーや指揮

者、伴奏者たちを中心にどんどんと合唱が良くなっていって、毎日の練習がいつも楽しみでした。１、２

年生の時よりも細部にまで意識を向けて練習できたことが本当に楽しかったし、うれしかったです。先生

たちや同級生、後輩たちから「１階まで聞こえてきた」や「音がきれいですごい」といったことを言われ

るたびに、もっとやる気が湧いてきて、頑張ろうと思う原動力になりました。今思えば、放課後の１回、

１回の練習は本当に青春だったなと思うし、最後のこの文化祭でここまで青春できたことは僕にとって本

当に大切で、宝物だと思います。そして、本番は少し早くなったとは思うけど、全力を出し切れたし、結

果として最優秀賞を取ることができたので、このメンバーで本当に良かったと心から思うことができまし

た。これからの残り少ない日々も、この学級・学年のメンバーで頑張って、いい思い出を作っていきたい

です。                                            

 

 

 

  

 

 

－全てのことに全員で－ 

我が中学校生活に一片の悔いなし 



１組 谷口 ひかり 

川中での最後の文化祭がありました。文化祭に向けて、合唱練習などをクラス全員で全力で取り組むこ

とができました。合唱練習でお互いにアドバイスをするなど意見を出し合ったり、終礼の時間を毎回早く

終わらせたりできたのは、パートリーダーのおかげだと思いました。どんなときもクラスをまとめてくれ

て、真剣に練習に取り組んでいたパートリーダーがいたからこそ、クラスのみんなで良い合唱を創ること

ができました。また、指揮と伴奏をしてくれた二人は合唱練習以外の時間にもたくさん練習をしなければ

ならず、本番では特に緊張したと思います。二人が頑張ってくれたから、本番でもみんな全力で歌うこと

ができたのだと思いました。私はこの文化祭を通して、達成感を得るには結果よりも過程の方が大切だと

思いました。なぜなら、最優秀賞を取れたのはとても嬉しかったけれど、もし取れなかったとしても一生

思い出に残る文化祭なのは変わらないし、クラスみんなで同じ目標に向かって全力で頑張れたことが達成

感を得られた一番の理由だと感じたからです。「幸せをあなたへ」という目標で、合唱をより良いものに

するためにみんなで意見を出し合ったり、声をかけあったりできたので、クラス全体の絆が深まったと思

いました。これからはより３－１のみんなで仲が良いクラスでいたいです。               

 

１組 田中 颯介 

中学校最後の文化祭は、合唱練習から準備、当日までどれも楽しかったです。合唱では初めてクラス自

由曲を聞いたとき、とても難しそうだなと思いました。でも、クラスのみんなの上達が早く、僕は置いて

いかれないかととても焦りました。合唱を良いものにしようとクラスのみんなで話し合うこともあって、

みんなの合唱への本気が感じられ、練習１回１回がとてもわくわくしました。本番に近づくにつれ、練習

でみんなで話し合うことが増えたことで、クラス全体の雰囲気が良くなり、みんなで最優秀賞を取るため

に頑張るのはとても楽しかったです。本番当日まで合唱の課題は残ったままでしたが、今年の合唱は練習

を含めてこの中学校生活の中で一番良かったと思いました。そして、練習した成果を出して最優秀賞を取

れたのが何よりも嬉しかったです。僕は放課後練習が始まってから休むことが多く、他のパートリーダー

に迷惑をかけたりしてしまいました。それでも、誰も何も言わずに、練習の指示ですぐに行動してくれた

みんなが本当に心強いし、優しい仲間だなと思いました。この合唱コンクールを通してクラスの絆がより

強いものになったと思います。そして、文化祭の準備はとても忙しく、帰る時間も遅くなったけれど、同

じ係の人と楽しみながら協力することができました。中学校最後の文化祭は、とても大変なこともあった

けれど、それ以上に楽しいこともたくさんあり、今考えると何が大変だったかわからないくらいです。も

う川北中学校で文化祭ができないのは悲しいけれど、最後の文化祭に３－１として、とても楽しく取り組

めて嬉しかったです。これからの残り少ない中学校生活も全力で楽しんでいきたいです。               



２組 ふりかえり 
２組 川瀧 碧海 

中学校最後の文化祭が終わりました。今年は 1 人 1 役もあって 1、2 年のときよりも早くに私の中の文

化祭は始まっていました。なんなら、伴奏練習を始めた 7 月末から頭の中の文化祭という存在が大きくな

っていっていたのだと思います。スローガン係で案を出し合ったり、ときにギスギスしたりしながら作り

上げたモニュメントは青春の証です。でもなんと言ってもメインは合唱でした。放課後練習で初めて合わ

せたときはズレまくっているし、慣れないキーボードだし、グダグダすぎて笑うしかありませんでした。

それが劇的に変わったのは初めて 1 組の合唱を聴いたときだと思います。私も本当に危機感を感じまし

た。それからはひたすら練習の日々でした。伴奏者として聴いていて、みんなの声が 1 つになる瞬間がど

んどん増えていって楽しかったです。そして本番の日。緊張しすぎて朝からずっと手が震えていました。

直前までずっと「失敗したらどうしよう」「台無しになったら自分のせいだ」とプレッシャーで押しつぶ

されそうでした。でも、先生や友達の声に励まされてミスなくやり遂げることができました。本当に支え

られたし嬉しかったです。終わった瞬間、終わってしまったことへの寂しさ、やり遂げた達成感、人の心

に響いたという嬉しさが込み上げてきました。合唱にこんなにも全力で楽しんで取り組めたのは初めてで

した。きっとこのクラスでなくては成し得なかった最高のものだと思います。準備期間から本番まで全力

で走り続けてきたこの学年、クラスは私が思い描いた「蒼天」そのものです。             

 

２組 中西 海音

「手紙」という曲に出会った合唱コンクール。自由曲を決めるとき「あなたへ」と「手紙」の 2 曲で迷ってい

ました。僕は「あなたへ」に票を入れたけど、自由曲は「手紙」になってしまい、最初は正直めんどくさかった

です。これまで「手紙」はサビしか聞いたことがなかったので、あまり印象はありませんでした。けれど練習を

重ねていくうちに歌詞の意味を理解することができ、「いい曲やん！」と思うようになり、練習に本気で取り組む

ことができました。ところがどっこい、なかなか思うような合唱にはならず、1 組の合唱を聞いたときには大き

な差を感じました。そんな時に 20 歳の自分に向けた手紙を書きました。そこには自分の思い、今のクラスの状

況などを書きました。そこからは「手紙」に思いを込めて歌うようになり、そのおかげでクラスの一体感が増し

たように感じます。そして本番で最初に 1 組が「ドンッ」と決めてきてちょっとびっくりしましたが、自分の思

うように歌えました。それでも最優秀は取れませんでした。学校行事でこんなに悔しかったのは初めてでした。

練習を本気で頑張ったからだと思います。この「手紙」の 1 番好きなフレーズは 1 番最後の部分です。「手紙」

に出会えてよかったです。                                        

 



２組 小川 瑠璃 

私たちにとって中学校生活のほとんど最後の行事がとうとう終わりました。私はこの文化祭を通して大

きく成長できた気がします。文化祭をするにあたって、今年は一人一役の準備もしたけれど、やっぱり強く

思い出になったのは合唱です。このクラスで歌える最初で最後の合唱をなんとかいいものにしたい。その一

心で練習してきました。練習を始めたころは大きな声が出せず、しかもバラバラで、いい結果が出せるのか

とても不安でした。隣のクラスから聞こえてくる綺麗な歌声にプレッシャーを感じたこともあります。そん

なときに私を助けてくれたのは、手紙の歌詞とどんどんうまくなるみんなの歌声です。「自分の声を信じて

歩けばいい」クラスのみんなのうた声に自分も頑張ろうと勇気づけられ、自分にもどんどん自信が持てるよ

うになりました。それからは、聞いてくれる人はもちろんだけど、私たち自身の心に響く歌を目指しました。

どんどん上達して迎えた本番。今までで一番うまいとはいえないけれど、確かに、聞いてくれる人と私たち

の心に思いを届けることができました。悩みながらとにかく頑張ってきた分、最優秀賞を取れなかったこと

には大きな悔しさがあります。しかし、それ以上に頑張ったからこそ得られた達成感と清々しさは遥かに大

きく、勝ち負けに関係なく大切な思い出になりました。はっきりとした結果にはならなくても、頑張った過

程のおかげで得られるものがあると実感しています。くじけそうになったときは、自分のために自分を信じ

て頑張り続けたいです。文化祭を通してひとつ、心が強くなれた気がします。              

 
   

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

川北中学校 ３年学年だより 18号                 令和７年 11月 21日 

 

 

 

 

 

～第２回実力テスト 【12/2（火）実施】の範囲～ 

教科 範囲 教科書ページ 

国語 
１・２年：全範囲 ― 

  ３年：5 自らの考えを「季節のしおり 秋」まで P144 まで 

社会 
地理・歴史 全範囲 ― 

公民 第２部 政治まで 
 

P114 まで 

数学 
１・２年：全範囲 ― 

３年：5 章 相似な図形まで P166 まで 

理科 

１・２年：全範囲 ― 

  ３年：生命の連続性  

化学変化とイオン 

運動とエネルギーまで 

P72～125 

P8～71 

P126～187 

英語 

１・２年：全範囲 ― 

  ３年：Unit5 Part2 まで P63 まで 

 

 

～11 月集金～ 
 

 

 

 

 

 

 

３年  

体育後援会費 900 

学年会計 5,100 

合計 6,000 

11 月の引き落としは 25 日（火）です。 

口座の確認をお願いいたします。 

－全てのことに全員で－ 

我が中学校生活に一片の悔いなし 


